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1
学校給食へのミネラル野
菜の寄付

日頃から本町特産のミネラル野菜を地元
小中学校の給食で使用してもらっている
ことから、感謝の気持ちとして学校給食週
間に合わせ、生産者が給食センターにミネ
ラル野菜を寄付します。

毎年１月下旬
（学校給食週間内に実施）

【西会津町】
西会津町給食センター

にしあいづ健康ミネラル野
菜普及会
（事務局：西会津町農林振
興課）

0241-45-4531

nourin@town.ni
shiaizu.fukushi
ma.jp

2 お米の日

当ＪＡ直営直売所７店舗において、毎月
「８」のつく日【８日、１８日、２８日】をお米
の日として、お米購入分ポイント８倍付与
します。

新米発売開始から毎月８の付く日
（８日・１８日・２８日）

【郡山市】
あぐりあ、
旬の庭 大槻店
【田村市】
ふぁせるたむら
【いわき市】
新鮮やさい館 谷川瀬店、
新鮮やさい館 平窪店、
ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄ いがっぺ、
新鮮やさい館 好間店

福島さくら農業協同組合
営農部　直販課 024-921-0556

cyokuhan@ja-
fsakura.or.jp

3
保育所給食地産地消推進
事業

いわき市内31カ所の公立保育所におい
て、いわき産農産物を使用した給食の提
供日を「アグリンの日」と定めるとともに、
献立表でその旬の時期や魅力などの情報
を提供し、地産地消と食農教育の推進を
図ります。

各所毎月１回
【いわき市】
市内の公立保育所

いわき市農業振興課 0246-22-7470
nogyoshinko@c
ity.iwaki.lg.jp

4 あいづ食の陣

　旬の食材を旬の時期に産地で味わって
ほしいという思いから、１年を４つのシー
ズンに分け、各シーズン毎にテーマ食材を
設け、それぞれの食材の良さをPRしてい
ます。
　会津若松市内の飲食店や宿泊施設等の
料理人が腕を振るい、魅力あふれる飲食
メニューを提供しています。

通年
【会津若松市】
市内の飲食店・宿泊施設・販売
店

あいづ食の陣実行委員会
（市農政課内）

0242-23-9973

nosei@tw.city.a
izuwakamatsu.f
ukushima.jp

5
地元野菜を学校給食に取
り入れる

村で栽培した旬の野菜を、給食の食材と
して村の学校の子どもたちに提供してい
る。村の旬の野菜を味わうことでより村を
知ることができ、村で実施している独自の
「いいたて学」にも繋がっています。

村野菜の旬時期に合わせて実施
【飯舘村】
いいたて希望の里学園

いいたて希望の里学園 0244-42-0003 ‐

問合せ先

キビタン©福島県
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6 伊達崎マルシェ
交流人口の拡大を図るため、地元農家や
商業者が品物を持ち寄り、農産物や手芸
品、菓子等の販売を行います。

令和6年4月21日、5月25日
6月15日、7月13日、8月10日

【桑折町】
桑折町・レガーレこおり

一般財団法人桑折町振興
公社

024-572-3216

mail@koori-
shinkokosya.c
om

7 こおりっ子給食

町の「おいしい」味わいを知ってもらい、
郷土愛を育くんでいくため、町産食材を
ふんだんに使った献立で給食を提供す
る。また、生産者への思いを巡らせる機会
とすることで、食べ残しゼロの推進や食の
安全安心の大切さを学ぶ機会としていま
す。

令和６年７月１６日（火）
【桑折町】
桑折町内幼稚園・小学校・中学
校

教育文化課
桑折町学校給食センター

024-581-0250 ‐

8 までいなマルシェ

いいたて村の道の駅までい館生産者の会
の方たちが、たくさんの方に村の産品を
手に取っていただくために、村で栽培した
野菜の販売や、加工品を販売するマルシェ
を実施しています。

令和６年9月28日(土)
10：00～14：00

【飯舘村】
いいたて村の道の駅までい館

いいたて村の道の駅
までい館

0244-42-1080 ‐
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